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は　　じ　　め　　に

日常生活において「開くこと」はひじょうにたいせつな役割をはたしています。

ラジオ・テレビ・映河などの発達・普及はFrしい「開く」生活の両を開き、それに応じ

た「聞く」態度・方法の学習を要求しています。

「　、;においてLI"!.¥こ-1.1の蝣蝣'>:r;て蝣L"のようにすすめてい!Vく　よいjliJ Lい蝣蝣>mz-¥

を考えていくための一つの基礎的作業として、わたしたちは、まず高校生の「開くこと」
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の学習の契態を拍振することをめざし、調査を行ないました。

ここにわたしたちの行なった調査の報告をします。

1調査まで

A調査の日的

「国語科において『開くこと』の学習をどのようにすすめていけばよいか」を究極の問

!slとして、このたびはそのための一つの基礎的な作業として、次の三点に関して、高等学

i"蝣!'蝣{-"ぶ.'ナo¥'luここと」Lrl'、j二蝣l'iのて:]::':蝣∴二・。

(1)高校三1:.の「附くカ」はどの程珪あるか。その怯向はどのようになっているか。とく

に次の諸点に関してはどうか。

イ'ユ:I::・∴,V.'"ll-rl∴=甘さi.nz-か.

ロ開く内容、目的に応じた聞き方ができるか。

-巨恥、た内容を一つ6ニーまとまりとして把捉し、全体を想起し、構成、要旨をつか

むことができるか。

ニ高等学校一年と二年当三上では「聞く力」に差があるかoもし、あるとすれば、

それはどのような点で吉)り、どのくらいの差であるかj

※批判しながら聞く.話し手の立場を考えながら聞くOそれぞれの意見や症憩を

持ちながら聞く。など6,ノ腿力の調査の必要性は感じながら、客観的結果を出す

ことの琵難さを考えて、このたびはこれらについてはしなかった。

(2:「聞く」m占の一面であるラジオについて、高校生はどんな番組に興味を持ってい

るか。

(3:国語科の・k.i¥三たちは「開くこと」の学習指道をどのようにされており、どのように

国語科の中-位置づけておられるか.また、どのような評価の方法をとっておられ

るか。

高校生個人の評価や診断、学級・学校の評価などは意図しなかった。

喧馳WmZSi画趣

≡蝣Wi'.iL蝣i.vn:与'I]-なつ...。

iH-:;-:、rtこい`二.::「Pi!<i:」の二Hi

一.ド;・蝣蝣!味nft
.-.蝣蝣:Ii.
3高等学校のLr譜詔如巾のr聞くこと」についての考え方。

C「開くj]」の調査問題の作成

(日「描くこと」の?->''-..),-/・]:;蝣蝣*:.二=?・∴告iV.ナ・:lよう心'∴蝣1--J-

(2)高校一年程度の「開く-Jj」が調恋できるような問題を道亘冠しようと考えた.

しかし、過去に「聞く力」Gr,調査が:まとんどなされておらず、また「聞く力」につい
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ての実践報告も少なかったの,で、そのw.易の程度については調査班員の結険から判断し

たO事前的にみて妥当か否かは今後の快討にまちたいO

次のような内容の四つの材料を辻び問題としたO

問題-　ホ-ムノし-ムにおける故「51うの「お知らせ」ということを想定して、 if員が作成

した。

問題二　昭和三十四年十月に文部省が行なった学力調在の中から借りたo

間芯三　NHKの「方言から標準語へ」という放送の中臣=If出方の部分を佑りたo

問㌫四　NHKのT私たちのことば」から借りた。

問題三は放送者(広島大学文蛍部助教授、藤原与一党40にテ-ブにふきこんでいただ

き、あとの三間題は班員がテープにふきこんだ。問題-は男声一名、問題1二は男討二名、

女声二名、問Si四は男声一名であるo

問いの形式は、多蚊i田fl法・真偽法などのアチ-ブメソトテスト形声をと→て設問したo

D fとさ　　　と　　ft I'.l n

l　高校生全体の「開く-)j」の程度や傾向を知る。

コ　J C上r 」*てtTiごj^il:のコ,二王.打のー?hr<y<-'A一三三.-va

3　賀蛇口をだいたい同じ日に、しかも午前中に行なう。

以上の≡点を堪えて、下記の四校(うち一校は分校をもっているO )と期日を肯んだ。
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Ⅱ　調査の実際　と結果

A ft-1.二'蝣i:'i蝣.蝣"'蝣'「i-'ii(--J_ト、二;Kr

l・調　査　者　の　人　数

. ・　-i;・. :∴**　*蝣　-　一　・**・　　　こ,　-　v'/ ;・一

説明を行ない、他のものこi・時間を測るか、あるいは、解答状況を紋撰した0

2　時　　　　間

間是亘三の問二の0および問題四の間-は規氏法によ・,た。また、問題二の問-(t>:イ)につ

いて、それぞれについて三つ以上的=筈したものは0点としたO以上のはかは、正答のみを

v.i,<:H L f:.,

11胃　　∴間ILT:¥S'J∴　　5311

番間,Tiごとに調査者が説明をし、テ-ブにふきこんだ問題を開かせたのち、解答JIMを

B組せく、所定の時置Jr内に筈を記入させた。

(1)問題一につい　て

間弘一の説明は「問題-ほ皆さんへのお知らせですo　よく掛、てくださいO 」であっ

た。

I　-*ォ　　　∵.一、. 1　・ I-: ,'蝣.蝣　　、・　　　　　　　、

どうで載せられないので、離筈m紙をここに三治うつしておくo少しは抑Ilの内容をj脱

していただけるかと思う。
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ここに記録するにあたって、正解を示しておいたO

なお、㍉∴蝣蝣-IT!紙は*-'-¥.きて古)-r>-V.。

・問芯今の蒜について、次の間に答えなさい。正しいものの符号を一つだけ0でかこみ

なさい。

の映画はいつ行なわれますか。

1朝から2三時間日から3放課後①五時間目から

(ロ)映碑を見る前に、まずどこへ珪合しますか。

Ltti!ii;:il三t2;,;;蝣蝣::.蝣
蝣1l't二>"r:,:ivニー.:圭
の映[ill]代はいくらですか.

1二十円2五十五円(∋三十五円4十五「I]

F)映画を終わってからどうしますかo

lf∵i_.CL-cj、二--',蝣'る。

2教室にもどって得-_)0

3その場所にョ.っている。

4あとかたづけのため、週番の人だけそこにmり、あとの'＼は除散する'

【ミニ.;rt】

翠

年 %

翠

年 %

問 ill:亘

イ
ri

-
ノ、

2 I 3 I ゥ (T ) | 2 | 3 ニ l L 一 箪 c吐 I 4

,7 7 .3 8 8 .5 - l 7 1 .2

l l .0 - 8 .2
テ訂 テ

9 .0 l .'.1 8 .2

0 .9 ! I 0 .9 - 8 0 、fi 2 .2

S3 .4 8 7 .8 | _ | _ _ 8 0 -tS一

亘 三 9 .2 10 .0

.5 .6

-

1 .0 T .d

1 .2 - - . ()ー I 1 .6

○　解答用紙の電別こ○印をした人数の割合を%で記した。
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こし')<こ∴;.J-i': ""'、l".'-'I'蝣二し、∴::ほ- ¥ y湖こ　　ろ。

(-{}}ま-学坪が77.a%、二学年が札47b正当である。誤答のなかで③がかなり多いのは、

聞きのがして常設甘井嘱n=によったからであろうO

(ロ)は一学年、二学年とも正!ご音が高いO誤答;まうっかり開きのがした鴇只とみてよいだ

O''o

い)は二学年の正答　がL';0.6%で一学年の71.9%より少し高い.誤笛のなかでは①が多

く、映画代とぎ邦!え聖とまちがえたことを示している。

糾まどちらもm省三靭;高く、誤答として③が多いのは、開きのがしての甘汀上Tuj福吉とち

なしてよいだろう。

全般をみて、告ブミロのm?sな点はだいたい正確に開きとれることが分る.匪題の内nが短

かかったせいもあろう。

(2】閏芯二について

問題二は「職場の友だちと学校の友だち」という芯で行なった四人による庄読会ごあ

る。テ-プをかける前に次のように説明したっ

「次'-*"'I二;黒　一.'.蝣:fこ:'(-.E蝣'、が:X-i-i友だ「、上ごj--I・-'し・蝣>一・'こ^:蝣㌣、.1について:T.し合→た　:

会ですO　これは　さんの,二見や感想を求める問芯ではありません。話し合いがどのように

すすんでいるかということに注意して開いてください。 」

問-　今の話し合いには、二つの対立した意見がありましたO　それぞれの主張の斑

由として述べられているものを、次の例および(イ)の1からGまでの中からそれぞれ二

つずつ進んで、その番号を01C囲みなさい。

(7)職場の友のほうがよいとする者の王聖由

1学校には同じ鼠過の人が薫-Bごってい

oo

⑦担っているとき、ほんとうに君三助して

くれる。

3生m程淀が同じて気楽である。

4 -コ蘭wMimsnaam旬EifflBS現品ESra

のて∴L^tU〕(。

G)ともに-ij"しみを味わい、お互に琵解し

合える。

6学校ではみんなお高くとまっていて、

よそいきの友だちしかできない。

(小学校の友のほうがよいと主張する者の

K".山

I iiffi潰的に共通の苦しみを持っているO

(-nい;十llて　∴=了:r:* n.o師、卜∴:>J! r*v---;¥こ

つくことが少ない。

3学校の友とつきあうと、教義を高迫る

ことができる、

4会社では礼儀がやかましくてかたくる

しい。

5-時的なつきあいだから安心していら

れる。

桓)学校では悩みなどを安心してうちあけ

られる。

問二　職場の友のほうがよいと主張する意見上学校の玄のほうがよいと主張する意

見とが対立したあとで、どんな意見に発展したでしょうか。次のlから4までの中か

ら1つ混んで、その番号を○で囲みなさい。

1職場でも学甘亡も個人の好ききらいでよい友ができたり、できなかったりするも

SEw

2　男どうLとか女どうしとかでなければ、.1い友はできるものではない。
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I? *-蝣有がI--11'く'蝣>¥.、  、 '1.¥.'Jtv-r;f-二でも上いTtミはで-STものだ.

4　ものの考えが根かよっていれば、性別や年令?違いがt,:つても、よい茨はできる

ものfi。

この間芯は話し合いにおける、いろいろの意見を正雄にfBmL、それがどのように発展
していったかをつかむ問SIである。

まず問一について考えてみようO　この間は二つの対立する意見における、それぞれの主
張の理由をたずねたものである。

一学年、 =学年とも正:fIの㊤⑤⑦㊥はかなり率が高いけれども、誤笛率も多い.これは

篤志的勺な判断によった結架だと思われる.
つぎに間二について:考えてみよう。

この間は二つの対立するt!兄がどんな意見に発景したかをたすねたものである。

正答喪は一学年が('0.9%、二学年が57.8%でかなりの率であるが、 ①の誤答率が訪いの
は錠吉の不良なた妙もあ-・'て、営孟融勺な判軌こよったからではないかと思われる。

卜こ: I'】

間

問

LFl点率をみると、変化していく話につい

てゆき、結論をききとろのはむずかしかっ

たようである。
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(3i [Ml I'.IJ　三:二　つ　い・こ

問題三はr方言から標葦訂-」という題で行なった放送であるoわたしたちはこれを講

義の一種とみなしたo

テープをかける前に次のような説明を加えた。

「NHKのE巧語数冒『方言から琵葦語-』の中El地方の部分を再録したものですOなお

この間!Sからはメモ用紙(ザラ紙半枚)を使ってもいいです。 」 ※メモ用紙は記名して払

出してもらった。

間一　次の三つのことばは、どういう意味・/」ったでしょうかO正しいと思うもの一つ

に○を1しなさい。

(i)スノミナシ

i

1

2

3

①

・ロ)シpミ幸

い)リョ--A> 12ゥ4-

すみません。

下請なしで、あわせのきものをじかに括るO

すばらしい。

話ばかりで、お茶もなく、あいそがない。

田を植えてしまう。

vkを見ること。

白い手

広めること。

仕フ';-*. 1丁よ・')でこす・S。

太くするへ

料理するO

雨が降っているC

r二(l) ;蝣欠のうで.rUVj;;:"^、 ∴のr:'',~^†丁-ri.ユ・○てかこ=Jよさい。

川ナオノコト　(ロけオト　　①ワザ二　　目ワザト　¢ポッコ-　i3オツコ-

(ト)ヒドク　　　　囲ノミカニ

(2)次の形容詞のうち、鳥野県方面のものの符号を一つだけ○でかこみなさい。

(i)ヤグロシ-　(ロ)アセロシ-　　い'・ジ-ルイ　　ピッメシ-　　L7サガイ

間三　だ葦的なことばをつくり出していくとき、どのようにすればよいと放送部ま

考えていますか。次の三つのうち、正しいものの符号を○でかこみなさい。

(i)方言と標準語とを区別しないで、何でも詣していると、しだいに標準的なこと

ばに.近づく。

(ロ)各人がくふ')して、いろいろないいあらわし方を思いきってやってみて、自然

に(蝣;:章av'/.こLはt-:Ti-'こていく。

い)標輩的なことばというものは、棄京語だけからつくればよいのであって、農

村,山I-I、漁村のことばは考えな!てもよい。
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問一、障二はメモをとりながら小さな訓トIjものがさないように正しく聞きとるカをみる

間道tである。そのうち問-は一つ一つのことばを注意して問くカを、問=はことばを整理

して聞く力、たとえば共通語と方言とをはっきりと開きわけたり、とりあげられる例を拙

技別にまとめて聞く力などをみるのである。

ます問一について考えてみよう。

(イlのif三第率は一学年51.9%、二学年4,r>.3%で低い,誤笛の方をみると⑦が多く㊥もかな

りある。 ⑦は「スアワ七」のことである。鋲者の不良で開きとE7にくかったことと、 「ス

'ミナシ」 「スアワセJが名謁のところでi.,'けてとりあげられていて、しかも「スアワセ」

の方がp味己を=こく語られていたた捌こ、混[fi]して㊤が多くなったのでなはいかと,E;bれるo
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㊦をあげたのは吉声的に近いからである。

(叫の正字;:率は高いO　これは説FJ]がかなりくわしく、印象的で、しかも「シT,ミテ」の

「ミテル」などが拭畠県では身近なことばだからであろうO

つぎに問二について考えてみよう。

0の正宗率をみると、一学年、二学年とも「ホ、 -、ノ、、ロ」という闇になっている。珍

らしいことばの例は正答率が高いようであるO誤答のなかで、巨博が設外に多いのは、方

言を共通。nと関連させながら説明されたので、混乱したのではないかと思われるO　このあ

たり、メモも正花にとれていない。そのため記憶をさぐりながらいいかげんに答えた伍向

がみえる。

(?oii:r;二蝣i蝣1こ匠い　+-!lE、こ別に　さゴーはてメ-vしこおく-,'jか　い's.i'jirj.-hれ蝣'ォJaの.・こ、LL:コL

ルイが多いのは中国地方の霞11詞として話されたからでも,1)うo

おわりに間三について考えてみよう。

正答率は非常に高いo　話のおわりに、はっきりと要点が述べられたからでおろう。

なお、この間三はこの話の要点をつかむ問題である。

要点は聞きとれるが、引用例と本論との区別、引用例の本論にし埼る重要性に気づいて

い>*-.いi-riリ11「二、。

問題四はNHKの「私たちのことば」の一編であるO私たちはこれを文芸的な内容文章

の朗読とみなした。テ-プをかける前の試班は次のとおりであるo

「つぎはNllKのある朝の『私たちのことば』　の一編です。メモをとってもいいで

蝣to J

間-　ペン源さんについて述べられていますが、正しいと思うものの番号を○で阿

みなさい。

1　ペン源さんというのはペン屋の　クやまだげんぞうク　さんのことであるO

⑦　ペン頂さんは戦災で家族をなくしたO

3　ペン源さんは子供好きだったが、町内の人々にはあまり親しまれなかったo

④　ペン瀕さんは、いつもポロポロの印ノ,'ソ天を請ていた。

5　ペン源さんは、昨年の十二月の末に冒ガンで死んだ。

Lr。ペン;'^"a.;;ミ!_¥7二LJ、　と　ot;-?;.'":^.}∴ `LiEと汁Ir¥と⊂7＼-r-ド昔のこき

zSMma

問二　話の順に口の中へ番号を入れなさいo

El ペン源さん-の感謝、尊敬。

「手rペン滞さんの死。

ペン源さんという人。

ペン源さんの遺言

ペン瀕さんの影符
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閃三　この話の中日として適当だと思うもの一つをえらんで、その番号を○で囲み
fi&S*

ゥ　#詣りのない自分を白デヱして、芸既代を用意し、その上、死にゆく自分の枕もと

に胃附金まで残していったペン頂さんの芸行は人々の心をうった。

2　ペン預さんは戦災で琵形三をなくし、身寄りもなく、ただひとりまずしく幕してい

たが、非常な子供好きで町内の人々からはたいへん親しまれていた。

3　身胃りのない揮さんは子供好きで、人々から非常に親しまれていたが病気にたお

れ、 ::;:(k!しぐ?;蝣'!三^一蝣ttv.、とこ蝣I.して　く_ていっ

4　ペン押さんは子供好きで人々から親しまれくいたが、まずしい幕i′をしていたの

で、死の,q三に毒iI俵代や昌附金が残してあるのをみて人々は驚いたo

p.:

まず、問一について考えてみよう。この問いは詔の中心になる人物についてたずねたもの

で、細部に注意して開いているかどうかをみるものであるO正Ays一半は@⑧①とも筒い。 O

の誤答率が高い。 Oの誤答率が高いのは「ペンキ屋」と開いても、析冒同紙には「ペン屋」

となっているのに気がつかなかった結;T<、あるいは気がついても「ペンキ屋」のミスブ.)

ントだと思って正しいとした結農であろう。ここでは「ペン巨」という名詞の不通も指摘

でさ'サ>。
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つぎに間二について考えてみようO

この間は請のTl,賊をとらえているかどうかをみる問恩であるO

正字薄は一学年47.7%、ニ学年r>4.4%であるO誤答のなかで多いのは(5、2、1、

3、4)と(5、3、1、2、4)である.この組合わせが出てきたのは「べノ澄さんの

影等至りという文の「',!Wttということばの包召駅の違いによってであろうと思われる。ここ

で用いた「形㌫'」というのは,「ペン源さんの喜行が無言の教訓となって人々が歳末BI]け

合い注凱こ協力した」ということをさしているのである。

さいどIr=問三について考えてみよう。

この間は話の主㌍主をとらえているかどうかをみる問題である。

正答率は一学年81.1%、二学年87.0%で高いOこの話の主51はペン滞さんの芸行そのも

のではなく、その昔行が人々の心をうったということ、そのことであるoこの点をよく理

解して開いたとみてよいのではないだろうか.

問題三、間矧まメモをとってもいい、ということになっていたので、ほとんどの人がメ

モをとったようである。説明の聞き方によって表数的にメモをとった人もあったようであ

る。

メ丁・くとってい・jyV'*i汁ざJ-rlJ.I'描よぐこきこい。
メモをとっている者はメモだけに振り、巨恥、ている途中で記憶しない傾向もあるようで

ある。その/＼々はメモしている点に関する設問には解答できるが、メモしていない点に関

してはぜんぜん的答できない。

5総得点の比較

(1)平均点・敢低点



I

共学の普Jtii課程ではどの学年でも、男子より女子の方が成賃のいいことがわかる。

(ニー、  ;∴'Ji'l '「・二i;... ( -「均,1

全般的に見て、一年よりは二年の方が、 2

点ないし3点ずつぐらい謂点が多いo学年の

上がるに従って「聞く力」も伸びると堪えて

いいようである。 2^"--o点の差でに統計学的

にみて、あるいは調査スIlj免の人数など考t」す

ると、碓言はできないけれど。

帥　　　†tT i [蝣'蝣:三';f:l!ここにの号Tr¥"-'て

K苫矧ことくにお頂いして1年B組、 2年E組の2クラスのFE訂科の成隋を5即捌こ分

けていただいた。ここでは匡語科の蚊賃と「偉く力の調禿」の結果とどのような酎翻:ち
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るかを調べてAt-。

K i＼: r l　　-T Il

M-SD '51-CC ffl-XD　　一-TO i H-33 ! 91-K3

/-? i'- 1tl呂　　　　　　二　"<蝣.'-I

K　高　校　2　年　E　組

m &>$m 41- 中 I- CO ifil~ 70 71ヰ 1二90 .
91- 100

5 | 1 二一I十

4こ [ 1 3 - 6 r
- 2. -

3 1 2 .
-

10 7 6 1

2 1 2 1 1 1

1 】 i

男　子　22名　　　　蝣k　子　28名

だいたいの性向として、信　引・の成績のいい生徒は、 「聞く力の調査」でもいい点をと

っていることがわかる。

1年生の91-100の問に成債4の生徒が1名いるo　この生徒の得点は全校最高点で96点

である。

この生徒のt*:打別まテ-プレコ-ダ-にもっとも近い所にあったO　テ-ブレコーダーの近

さが用冒く」ときの緊張を野末したのかもしれない。とにかく、この事実によって、 「聞

くことJが、大きく,斑席にm係あることがうかがえると思うo

B　ラ　ジオ番組興味調査

次のようなアンケ-トを配布して、種目別、番組別の好ききらいを記入してもらったO

-　KM　-



i　　　二_二_. I
lBH^^^^BKMB^!^^3M!^M31SBHfrtttfl

アンケ-トに回答をお翫1いしたのは「聞く力の調査」の対象と同じであるが、わたした

ちの手ちがいから、 1年男子68名、 2年男子87名1年女子240名、　2年女子3cO名、訂

659名しか票討できなかった。

1種目別興味の実態

I"F汀! rs　き」の　　e;;二Jl" 'ここMiで:i)
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2f>
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19
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デイ　-

リ　ク　コニ　ス　ト

::ほ芝∴ノア∴
・,]  --　,

1O7　三L二' I-i.

只　SSHS
レ　ICo
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27,スポーツ二ュ-ス.41
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2　番　宗n　別　興　味　の　実　態

次の調査に生徒が「好き」のところにILLr`いた番組名を生め、そして多いほうから5相ま

でとり出したものである。種目の3、 7、 9、 10、 11、 12、 14・、について調べた。

∴　　　一・　　、　　　し　_、 ` .1、 ∴　　　蝣>　:・, *・.'_Jこ∴

敬である。 「3社会童組」のはあい、社会音組を「好き」とT-fえた生徒数が33名で、その

うち、 .5名が「!V・民の芦」をあげたのである。

- (与'J.'こ∴i'さ) -

「　　　　_　　　　　　　　　　　　　...,..;-,蝣‥:　∴二、、 .-‥・

における調充は下記のようになっている。わたしたちの調査結果壬と比較参照すると、より

いっそう高校生のF報のあlノ・かたがわかると思われたので、ここに引田させていただい

m

C家臣でよく配く番組つ　(間、資料13ペ-ジ)

^こ」 Li!コi! i.'Li ',:蝣' b r-y　　　　　一　声

女　　巨:3i　　可。岩)描)
35.0

32.1

s..r.

s.0

13.0

R.-1

拷

歌　　　己.t・　　肺

歌言T;山スポ-ツ放送
(主として野球)

落　語・芭　才

は　　　n

J。"'ご^*.vこiii 、涼し,

撒　　　謡　　　fffl

放送劇「宜の大河」

お父さんはお人好し

箔　S7J .漠　才

三　つ　　の　歌

TTLに謡仙および軽音楽

ド　　　　v　　　　-=・

ク　イ　ズ　番　組

ス　ポ　-　ツ　実　況

浪曲、話語、琶才

-L　　　の　　　他

cr-;v瀬のrT''f'
.:¥-¥[¥.:('、「r."くこと」についてハf!^.1j
lTニトの;'蝣;r;

群等学校国語の先生に「開くこと」の学習指導について、下記のようなアンケ-トを送

付し.芸己入していただい

ア　　　ン ケ　　　-　　　ト

校　　　　制(高・中)　　　学年(一、二、三)

(1)円語科の学習において、甘くことの学習をどのよjpjになさっていますか。

(日m、内容、資料、方法などについてお知らせくださいO )・

(2)閃くことの学-Jjをどのように評価なさっていますか。

(内容、方法などについてお知らせください。 )

(3) iE従の閃くことの学j]の失凱こついて、おきづきがあれば、お教えください。

(4)教科書における聞くことの学習資料について、どうお考えになっていますかO

(5)閃くことの学習の望ましいありかたについてお知らせくださいO
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2、アンケ-トのまとめ方

このアンケ-トをまとめるにあたって、できるだけ先'[蝣-.がたのど意邑をそのまま紹介す
る`ように努めたoなお、混接答えとして該当しないものは省略した。

1、2、3、4、・5の問いにて誓えていただいたのを、そのおのおのの苗:見について、(∋巨)

㊥・.I-・とわたしたちがH乱こ分けた。その意見のなかに○印をつけて引用したような先生

がたのご意見があったわけである。

なお、返ってきた69通のうち、書いていただいた43通のアンケ-トについてまとめ

たoまた、43通の中には1、2、の問mについてはお答えいただいたが、3、4、

5、についてはお答えいただけなかったというようなものがあり、結局、1について

は40温、2については26通、3、4、5、については24通のアンケ-トを分析してまとめ

J.

:1丁ンケ-トti:二二Of/rV-

1、匡語科学即こおいて、聞くことの学習をどのようになさっていますか。

<?---1ニ=-f-i-r-rL∴畑くこItT干・∴て-T;七一蝣>-¥_い‥'二はrrな・つたこと

があるもの-・-8

0毎時間はじめ5-10分テ-プレコ-ダ-を便FT]してききとり、ノ-ト発表。

○ときどき朗読などにテ-ブを使っています。尽日かの教材などとくにテ-ブの必

-ISを感じます。

○棒元で′摘まを技う場合、ラジオからの錠苗によって朗読の研究をしながら、きく

こi.I'、SYTう・Lt、あせrTfc-1.

〇二年甲、古典劇の世界という.単元の中の「修禅寺物語」をや-,たときNHK第

2放送舞台中枢の時間、mFI混Tlの上演したのが-*-h
/JA.送されたのでテ-プレコ-ダ-
で銀昏して0いてHi徒に開かせて感憩をのべさせ、その後致科書をよんでいき、

Viこヾ丁:・・き十、-*>--*一言ut・;;^:一一r潤いトの117、1(i-:'i,Tr-
*'.¥ご(きO
ilI拭/CかrL閃いた.こき汁蝣蝣;;蝣-->i士二.',-'vI」、三二ここj.Wi、蝣)xI二r/1一二'.Y:.-!:-^∴P'-'-f:1-化され

たのを放たのとの違いなどと考え合わせておもしろかった。

○テ-プレニ-ダ-を一時使用したが進学準指は急を要するのでゆ-I,くりできなか

Si

㊤授業のワミ際に即してきくことの学習をすゝめる。=7

0子那筆問の授業は開くことの学習をしているわけである。2,邪市の話のうち要点をき

きと-,てノ-トすることo学習者同志の話し合いをきき、自己の意見を発;]ミする

こと。

○授業で他mに関心を怒われないよう注意して話をきけるよう態度はやかましく言

SaiESi!

○すべての授業においてきく態虻の意成は強く指導しています。

○演習ですから置苗者の発表をよく開いていないと質問も反論もできません.それ

でとくに昆恥、ているといった程臣でとくに開くことについての指導はしていませ

んD評価もその柑こ説明、質問、反論、討論をいかに開いているかということに

ついて行ないます.
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○できるだけ一度で聞き分けるように、 Oft'よく注意している。

㊥言占すことと並行して行なう　...g

o生徒間の謁誤をやらせるのできくことの効Lrとはあ,''うと思いますo

Oできるだけ討論、批評会を行なうことにしているo

o他人の発言を正しく聞き、その班EL7をまとめさせ.ひいてはそれに対する各自の

反応を呼び起させるo

o友人の発言をそのとおり(間違っているのも)反複させるO

㊤NHKの学校放送享:利用して行なう　　　3

cv-y:'-;、^->¥i二lrLたさせ':こ十LT;"'!m∴T_訂試し--,'lK"÷VI-?・∴チ　き　りしますJ

OI壬Rで青年期の控革などを学校放送できき・話し合う程鑑であるD

o学匝左〔送(NHK)を全員に開かせていますが、その処矧まなかなかできませ

ん。

L・i、FlJL∴中　二:ナ1'^'x Ss>し-CJ'Vt∴∴蝣l ¥'、!さ-"・W~r　　-・-r>

○要点をとらえて、宥和勺に開くことを目標にしている。批評までは手が及ばな

SI!

○メモをとろを東田、重要なものとそうでないもの、話の中日と例話の区別をすべく

糾ミ習。

0-こ--l'-¥-<蝣. 1,∴しこその古1-T-'-'ユin蝣;蝣させ.'a-1とい・')主,い言Mi'.1'十∴:r∴TI蝣I I'まし:--0

○識茄のあと、どのように内碧を把捉したかをしらべる。

〇三I:.従教師間で質疑応答して、適当なところで、その要約をノ-トさせるo

G)その他・-・14

0内容珪稲より、耳からきいて、全休の感じをうけとらせることに重きをおいて詩

教材、その他、私の朗説をしばしば試みていIiEすo

OF-ri板の板書をやめてみてはと思う時もある。

○絹の連絡をとり、すべての先生に指導していただいている。

O校長談話などを思い出させて発表させているo

旺)特別には行なっていない　　・・・14

2、開くことの学力をどのように評仙なさっていますか。

㊤ノ-ト提出による・・--9

0月一回ずつノ-ト検査をしどの琵民話の内容をBE離しまとめているかによって大

まかな評価をしている。 (ノ-トさせる部分はこちらでひかえておく. )

○ノ-ト扱恋によって板m以外のことをどれだけ聞きとったかを評価する。

○ノ←トの提出を年=、三回行ないます。その時、板書以外にどの程度の肉がつけ

てあるか、私の試売その他の記入程度を調べることによってある程監「聞く」 jj

の評価もできるかと思います。

巨)メモ提出による評細目....I

O一定時間をきめて話をし、弘氏をとらせ龍田させる。

(Jl一位一二・∴　∴⊥二一二!:!;in蝣蝣- 1

0一間一　　に⊥ :.M>K'i-V.一二・。
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④誤記試験に加味して評価していく。　　3

0前期後期3匝げっテストしますが、そのテストに開くことの学力の評価も含めま

i・

⑤開くことの評価は特別にはやっていない。　・11

0ほとんどやっていません。たプZ開く態度の身についていない者はおのずから試欧

の答案に表われて来ますOそれによほど悪いものは正常の挙動に耕われもします

ので。

○開くことだけでは評fllttしていません。開くfjlE力はそのまゝm語総合能力となり成

借上位の者はさすがに、よく開き理解しているようです0

3、生徒の聞くことの学力の実態について、お気付きがあればお教えくださいo

GJiltカがある。 ・・-I 1

0悶語科の能力あり、努力しだいで正LうるO

圧)他の分野にくらべて劣っている0　--・4

0ききかえしができない点もありますが、かなり他の分野にくらべて劣っている。

〇一番劣っているものと思う。

(り要点をとらえるカが劣っている。一一7

0開きながら5g.氏をとらえるカが劣っている。

○程度の匿い子は注意力散淫で話の要点などつかHJないO　ただ部分的なことのみ記

憶している。

○部分的把捉しかできない生徒が多い。

○正棄な点とそうでないものとの区別のつかないもの多し。

0)その他--・14

0開くことにっいての関心は低い。

○きき違えなどもかなり多く板訂してやらないと完全なききとりができないようで

す。

○メモのとり方がへた。

Onくことの学習になれていない.

0左足念的な話を憩m力を働かしながら、輯くことができないO反して身5Iiな間矧こ

ついてはきわめてよく玉里解する.

4、教科雷における開くことの学音当窺料について、どうお考えになっていますか。

庄)甥状で適当であるO .・-・3

0大学入試に懸命な生徒のた妙、主として、訊的に力を注ぐ現状。高校二、三年は現

状でよいのではないでしょうか。

○迂壬当だと思うo (角川、国語-)

垣)教材化への疑問-・・= 4

0教科書という形できくことの学習資料を与えるということがドダイ無理なことの

ように思います。

○高校での必要淀には疑問を持っています。
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○注芯が全くはらわれていないといっても過言ではないが・教科書では充分望めな

いii''・).

④教材は改良の余地がある。 ・-・・ 4

0抽象的な理言紗はとんどで聞くことの技術とい-,たような具体的な.言語妾蘭の習

得ということには力の注ぎようが足らないと思いますo

①その他---2

0学習rl料もさることながら要は各暗　闇においてどうきく学普-発展させるか

Lい・'J∴丁蝣!iO∴LT.i卜∴∴ > --、L,

5、開くことの学習の望ましいありかたについて考えをお知らせくださいo

(∋教具の充ジミをはかる。 - -・5

0テ-プレコーダ-等の教具を活用し、立体的な学習旨&をifなうべきであるo

o学校放送、視聴覚教具などを利用したいoまた教材の充尖がのぞ至れるo

(り教師が正柑三に話す技術を身につける。　・・5

0ます教師自身が正しくは-I,きりと明確に話すようにありたいo (常にそのものズ

バリの=fi硯に努力し、それができるようになることが、生徒のきく能力をたしか

め、正しくまとめてきく学習-通じると考えるO )

①話すカを伸ばす--・・5

0レクチュ7-、問答法でなく、話し合いの教室にすると聞くことに対する問題意

志巨も生まれ、練習になると思う。

○生徒白身が昌由に発哀し、討論することができるようになればうまくいくと思い

ます。

○よき話し手は聞き上手であるといわれているが実はそうありたい。つまり上手に

話せるようにしてやることだと思います.小生そのた捌こ、生徒が間芯を提出す

ると、それを他の生徒に貰えさせる。 (どうしても何かを話させる。 )そんな融

がつくと皆よく話すようになる。

①その他・--10

CTL.,∴iir卜C∴ご-;-hi、三、°=丁、∴主S i v";'.r.i-fufV":!'主`.壬~T∴・とおし,`C圭うようにすO。

Orfl-きながら開く要領を教えること。

○中学校で話すこ.との学習とともに正しく身につけておくべきではないでしょう

かO芹錘とではそれを応用する(つまり現実に生かす)段棺にあるとと思います。

C付　記〕

この調査をまとめるにあたって、下記の質料を参考にさせていただきました。

O 「i-;-;;Lrl芋力快Tl.1-JtilL・l州:fturaすon-.-;.」 Chii-r'こMl,1「こFnて蝣Jj空言第- ;蝣) lr¥t.F.上=ET一

研究所il-f水諾院　昭和25年7月30日発行

O 「*[=蝣;享!」:r∴h.亡-'i」¥iふ　　霊ユニ昭f;;;;i :FL・Tこ」丈こ.rJfIiLljごr.-0.1耶cil: Lf・こt'j i'r】:51q

帽r-n;ミIi-^i.こT F] 10日'?"蝣'石

o 「国　　汀における開きとり方穎型の研究-小学校低学年を中心として・-」東京

教育研究FTr内同語故fiJ研究会　東京書籍臨式会社内東京故rm究所　昭和32年11 B 1

E:Hて:j.　　　Ii:∴・言　　　日:∴一・一;・-'蝣蝣'>'.;i'三日-・: '
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